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山岡委員 コロナ対策全般について

個別の実態を踏まえて検証すれば・・・
①令和２年度のコロナ感染者数と甲賀市の特徴は。
②クラスター発生とその後の対策については。
③濃厚接触者とＰＣＲ検査数、陽性・陰性の人数は。
④全体として有効なコロナ対策が講じられたか。今後の課題は。
　※可能であれば、今年４月以降、今日までの到達を踏まえた実態把握をお願いしたい。

岡田委員
決算書Ｐ２１１
３款　１項　２目

障害者（児）支援事業
障がい者工賃確保等支援事業

①工賃確保事業に実績は３件、１０２万８千円。３事業所のコロナによる影響は。利用者何人
に対して工賃補助できたのか。
②昨年９月に補正予算化された際、市内１５事業所のうち８０％の１２事業所がコロナの影響
で収入減が見られる。うち１２事業所が工賃支払額が減少とあった。実績３事業所とあるが、
ほかの事業所の申請は。
③市内企業が障がい者就労支援部会に業務委託（優先調達推進事業）を行った際の１件、5万
円。業務委託の内容は。

堀委員 協定を結んだ２社以外にも移動販売をされているが、協議等されたのか。その内容は。

西村委員
本事業をもとにして今年度から移動販売モデル事業がスタートしたが、企業立案及び実証実験
の取り組み内容とその成果は。

西村委員
決算書Ｐ２９３
４款　１項　２目

オンラインによる妊産婦への保健
指導等

令和２年９月補正で２２６万７千円の予算計上されたが、１５３万１，６２２円の決算額で
あった。差異が発生した背景と利用実績は。

令和２年度一般会計決算　コロナ対策（福祉・介護）質疑

決算書Ｐ２２７
３款　１項　３目

移動販売実証実験事業
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